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安全使用に関するマニュアル及びガイドライン

（１）生命維持装置である人工呼吸器に関する医療事故防止対策について
（平成13年3月27日、厚労省医薬発第248号）

http://www.info.pmda.go.jp/iryoujiko/file/20010327.pdf

（２）医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の適切な実施に関する指針

http://www.ja-ces.or.jp/10topics/2007-2.pdf

（３）医療スタッフのための人工呼吸療法における安全対策マニュアルVer.1.05

http://www.ja-ces.or.jp/03publish/pdf/kokyuuki_manual.pdf

（４）人工呼吸器安全使用のための指針 第2版
（平成23年7月27日、日本呼吸療法医学会 人工呼吸安全管理対策委員会編）

http://www.info.pmda.go.jp/anzen_gyoukai/file/jsrcm01.pdf

（５）輸液ポンプ・人工呼吸器の日常点検・定期点検実施マニュアル
（平成20年4月1日、（社）日本臨床工学技士会 医療安全全国共同行動WG編）

http://kyodokodo.jp/index_b.html

（６）臨床工学技士のための人工呼吸器ハンドブック
（平成20年7月20日、（社）日本臨床工学技士会 呼吸療法マニュアル改訂委員会）

http://www.ja-ces.or.jp/03publish/pdf/jinkoukokyuuki_hb.pdf

（７）人工呼吸関連肺炎予防バンドル 2010改訂版 (略：VAPバンドル)

（平成22年、日本集中治療医学会 ICU機能評価委員会）

http://www.jsicm.org/pdf/2010VAP.pdf



医療安全全国共同行動の行動目標に取り組むことで医療機
器関連のインシデント事例が減少した。

共同行動に参加することで医療機器の安全使用への関心と
意識の醸成に繋がった。

取り組んだ対策の評価・改善を継続しチャレンジ項目へ積極
的に着手することが課題である。

これまでの成果と課題

行動目標の対策や成功事例を院内の安全管理体制に取
り入れることにより、医療機器に起因する有害事象の予防
が期待できる。



１）医療機器の安全使用を確保するための

「医療機器安全管理責任者」の設置

２）医療機器の保守点検に関する計画の策定及び

保守点検の適切な実施

３）従事者に対する医療機器の

安全使用のための研修の実施

４）医療機器の安全使用のために必要となる情報の収集、

その他医療機器の安全確保を目的とした改善のための

方策の実施

（医療法施行規則 第１条の１１第２項）

医療法改正における医療機器の
保守管理に係わる運用事項



医療機器安全管理責任者の職種

2010年（N=3,568） 2012年（N=3,515）

職 種 人数 割合（％） 人数 割合（％）

臨床工学技士 2,098 58.5 2,253 64.1

医師 988 27.6 1,048 29.8

診療放射線技師 83 2.3 81 2.3

看護師 55 1.5 61 1.7

臨床衛生検査技師 39 1.1 20 0.6

薬剤師 14 0.4 9 0.3

無回答 308 8.6 42 1.2

（日本臨床工学技士会 臨床工学技士に関する実態調査より）



医療機器安全管理に関する指針

医療機器の保守点検に関する計画の策定

及び保守点検の適切な実施に関する指針

http://www.ja-ces.or.jp/10topics/2007-2.pdf
（公社）日本臨床工学技士会編

医療機器安全管理指針

公益社団法人 日本臨床工学技士会
医療機器管理指針策定委員会
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医療機器安全管理指針



共同行動への期待と今後の抱負
医療の質を向上し安全の確保を推進する
ことは臨床工学技士の社会的使命

２００８年５月１７日 キックオフ・フォーム

職種や立場の壁を超えて医療を担う病院と医
療を支える団体・学会・行政・地域社会が一致
協力して医療事故の防止に総力をあげて取り
組み患者さんのいのちをまもる、「医療安全
全国共同行動」の趣旨に賛同。
２００８年５月キックオフフォーラムの時から参画

「一般社団法人医療安全全国共同行動」が新たなステージへ向かうこの瞬間、
社員団体として、我々の使命である医療機器の安全対策をより力強く推進する
ため、関連団体の皆様並びに全国の臨床工学技士会と一致協力し、より多くの
医療機関に対し共同行動への参加を呼びかけます。

２０１３年６月１６日 新たなステージへ


